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＜連絡事項＞

· 栄養チームから情報提供あり、閉鎖病棟の特別食が多いため2/4（月）～2/8（金）

を試行期間とし、開放病棟の配膳車を利用していくそうです。開放病棟の特別食

は右側ショートケースに移動となります。本日のナイトプログラムで患者様への説明をお願いします。また、使用状況について、特別食の患者様に確認していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 東海林　康之様～眼鏡作成（眼科受診）に必要な薬剤情報と、外泊希望用紙の記　　　　　　

入済ませ（2/14～2/16）Drフイルに保管しており、外泊願いを

次回の診察時に主治医から許可を頂いて下さい。

また、外泊日の変更に伴い眼科受診を2/14（木）に希望している事を下平PSWへ情報提供しています。PSWより、受診の結果次第（眼鏡が必要か）で眼鏡屋に行く事、どこの眼鏡屋でも可能である事を確認しています。準夜帯にて御家族へ連絡お願いします。

・平　京子様～排便がない日が5日間持続しており、主治医より処方されていた

センナリド1×vds　1回分を昨日服用する予定でしたが、「同じ薬

を飲んでも効かない。」と拒否しています。本日も排便ないため、医師へ報告し、アローゼン（0.5）1P　1×vds/3T　頓服処方となってお

り、本人へもその旨を伝え、排便がない場合服用して頂く事にしてい

ます。水分摂取や腹部マッサージ、運動を促していきながら、腹部症

状（グル音、腹部膨満、圧痛など）を観察・確認していきましょう。

月曜日に主治医へ報告して下さい。

＜ＳＳＴミーティング＞

・月初めの為、短期目標設定を行うこととしています。

＜Ｄｒ猪股ケース検討＞

・布施　邦雄様～本日の15時にご家族と帰院されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外泊中の様子として、お母様の声掛けにより、茶碗洗いや布団の上げ降ろしを手伝ったとの情報頂き、評価しています。

　　　　　　　　　洗濯の訓練中である事を本人からご家族へ伝えており、今後は自分で行っていく事にしています。ご家族からも了解済みです。

　　　　　　　　　診察時、風邪症状（鼻汁・咳嗽）訴えありますが、様子観察となっています。外泊後の疲労感・日課の取り組み状況、睡眠状況、

　　　　　　　　　対人交流状況（女性患者様に対する干渉）について観察・確認

　　　　　　　　　していきましょう。

･沢田　三朗様～診察にて2/3（日）の外出許可となっています。

家族教室についての情報提供しています。

1 本人が春頃退院したいとの希望に関してご家族も了解している事。

2 外泊時、挨拶程度はするが殆ど会話がなく自室に閉じ篭っている。

事が多いため、会話が出来るように訓練していってほしい。

3 デイケアや移送サービスを希望。

以上の事を伝え、②にかんしては、SSTを利用して訓練していく事にしています。また、主治医より4月を目途に退院へ向けて進めていくようお話あります。今後の生活設定についての関わっていくようにしま

しょう。

・島浦　美千男様～青風荘入所に消極的な姿勢が見られていますが、入所するに当たっての本人の不安感等を関わり中で把握して、入所への意欲を高めていける様に援助していきましょう。

· 蛯名　勝幸様～担当スタッフとの話合いの中で、｢春頃までの退院｣、｢生活リズ　　　　

ム・生活態度の乱れ｣を確認していますが返答に時間要しています。病棟生活について「リズムの波に乗れない」と話しており、本人が、今後どういう生活をして行きたいのか、今の時点で出来る事、必要となる事は何かを、担当スタッフは本人と確認しながらケアプランへ反映させて行きましょう。

奥様や、息子様との交流について、「何を話していいのか分からない」とスタッフへ相談しているため、SSTで訓練していきましょう。

診察時、起床困難が薬の副作用も関係しているのか自ら確認しています。主治医より、｢副作用も考えられない事もないが、気持ちの問題でもある｣との事です、減薬に関しては慎重に行っていくとともに、本人へ起きようとする努力をしてほしい事伝えています。日課の

取り組み状況、生活リズムを整える為の関わりを行っていきましょう。

· 井上　和美様～眼精疲労継続の為、サンコバ点眼液1本処方となっています。

＜担当業務進捗状況報告、検討＞

一年間を通してのナイトプログラムの評価・分析を各担当で行っていく予定となっています。

特にナイトプログラムについては、小グループでの実施について評価・分析を

行い、今後のナイトプログラムへ繋げていけるようにしましょう。










